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結 論 

あとがき 

 

 

 

内容の要約 

 

はじめに 

 地理教育においては，世界の地域的特色を理解する際に鍵となる空間認識力を養うこと

が重要な目標となる。空間的な広がりのなかで事象をとらえる際，空間的な広がりを直接

的に表現する情報媒体である地図は，欠かすことのできない教材となる。地図に関しても

デジタル化の波が訪れ，その中で GIS（Geographic Information System；地理情報システム）

が登場した。学術研究やビジネスにおいて GIS が導入されていく流れを受けて，学校教育

における GIS の利用についても1990年代から議論されるようになってきた。地理教育分野

における GIS に関する研究の蓄積は，決して少ないものではない。しかし，地理教育の現

場における GIS の利用が大きく拡大したかといえば，そのような動きは見られていない。 
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 GIS の利用が促進されるためには，地理教育への GIS 導入の意義が明確になるとともに，

具体的な活用法に関する理解が関係者間で共有され，また，それを実現するための教材な

どハード，ソフト面での環境が整備される必要があると筆者は考える。そこで，本研究で

は地理教育における GIS の意義を明らかにするとともに，それを踏まえた GIS の活用方法

を具体的な教材例とともに提示したい。本研究では，GIS を用いることでどのような学習活

動を取り入れることが可能になるか，具体的な教材開発について，とくに技術的な面から

の検討に取り組む。 

 

第１章 地理教育における GIS の意義と活用のあり方 

 本章では，2000年以降を中心とした先行研究をもとに，地理教育における GIS の意義，

位置づけを整理し，地理教育における GIS 活用のあり方について検討する。地理教育分野

における GIS に関する研究は，これまでにも多数行われているが，これらを整理してみる

と，①可能性，②現状と問題点，③意義の３つの論点に分けることができる。GIS がもたら

す地理の授業における新しい展開の「可能性」については早くから指摘されてきた。しか

し，「可能性」は大いに指摘されるものの，ぜひとも GIS を活用すべきであるという「必然

性」までは十分に論証されているとはいえない。一方で，GIS の導入を目指すことを前提と

して，そのための具体的な方策や課題についての議論も行われてきた。GIS 導入を進めてい

く上での課題などが指摘されている。これら「現状と問題点」に関する議論も多く，「可能

性」と「それを阻む問題」とのジレンマを指摘する議論が進んできたといえる。これは，

可能性が指摘される割には普及が進んでいないことの表れであるという見方もできる。ま

た，そのように GIS を用いた地理教育の普及があまり進んでいない背景には，地理教育で

GIS を使う意義や必然性が明確になっていないこともあると考えられる。しかし，その「意

義」については，指摘・提言は少なくはないが，十分な説得力を持つ統一的な見解には達

していないように思われる。 

 地理教育における GIS の意義については，①情報リテラシーの観点からの指摘，②地理

的な情報の分析・考察手法の習得に関しての議論，③意思決定能力の育成との関わりの議

論がなされている。これら多様な議論における GIS の意義づけは，互いに排他的なもので

はなく，むしろ密接に関連しているといえる。GIS を用いた学習活動を通じて，地理的見方・

考え方と同時に情報リテラシーについても育成することは可能であろうし，地理的な課題

についての意思決定は，地理的な情報を分析・収集する地理的技能に支えられてこそ可能

になるものである。したがって，地理的な情報の収集，分析，解釈・考察という学習プロ

セスをたどるうえで GIS は意義があるということについては概ね認識が一致しているとい

える。 
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 次に，GIS を利用した学習活動と文部科学省が学習指導要領に掲げる地理教育の目標や学

習内容とはどのような関係にあるのか，地理的見方・考え方や地理的技能を中心に分析し

た。地理的な見方・考え方や地理的技能を育成する際には，様々な地理的情報を統合的に

扱い，異なるデータ項目間での演算処理や重ね合わせ表示ができたり，縮尺や投影法の切

り替えをはじめとした多彩な地図表現が可能となる GIS の機能が有効な手段となりうると

考えられる。また，作業的，体験的な学習を充実させる観点や，問題解決型の学習を進め

る観点からも，GIS の活用は検討されうるといえる。学習指導要領および解説での記述をも

とに，そこにおける GIS の位置づけを整理すると，①情報を取得する手段としての位置づ

け，②読図・作図など地理的情報の加工・分析の手段としての位置づけ，③地図を使った

コミュニケーション（表現・伝達，意見集約・認識共有）の手段としての位置づけが見い

だせる。加えて，高校においては，④GIS の存在自体も学習対象と位置づけられていると見

なすことができる。諸外国の地理のカリキュラムにおいても，GIS は地理的情報の収集，分

析の手段として位置付けられ，その活用能力が地理的技能として修得すべきものとされて

いることがうかがえる。また，国際地理学連合地理教育委員会（IGU-CGE）が2007年に発

表した「持続可能な開発のための地理教育に関するルツェルン宣言」では，ICT（情報通信

技術）の重要性を挙げている。 

 GIS は，コンピューターを使う意義（効果・効率）と，地理教育上の意義をともに満たす

場合に，使用する意義の大きいツールとなりうると考えられる。そこで次に，地理教育に

おける GIS の用途や用いる機能および利用形態について，既存研究をもとに検討した。GIS

の持つさまざまな機能を地理教育において利用することができるが，主な用途としては，

地域統計などをもとにした主題図の作成とその読み取り，地形図の読図や地図投影法など

地図に関する学習の支援，地域調査における情報の収集・集約・加工などを挙げることが

できる。GIS の利用形態としては，教員が GIS を使う場合と，生徒に GIS を操作させる場合

とがある。生徒に操作させる場合は，地理教育の本質ではないところに時間と労力がとら

れないよう，事前に十分な検討が必要である。 

 以上をふまえて GIS 活用のあり方を検討すると，まず，地理教育での GIS 利用にあたっ

ては，GIS の操作自体が目的化してしまわないためにも，目標の明確化が重要であるといえ

る。当該授業における GIS の利用目的・目標を明確化するとともに，授業の年間計画のな

かでも GIS の位置づけを考える必要がある。地理教育における GIS の具体的な活用法とし

てどのようなものが考えられるか，GIS の果たす役割と授業での GIS 利用の位置づけ（単元

目標との対応など）とを組み合わせて検討した結果，①インターネット GIS（インターネッ

ト地図を含む）により，地域に関する情報を取得し，それをもとに何らかの分析・考察を

行う，②地域統計の地図化により，その結果を読み取らせる，③レイヤー機能により地図
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に盛り込まれた情報を分離して表示させることにより，地図の読み取り作業を支援する，

④地図投影法関連など世界を球面として空間認識するなどの学習活動において GIS を用い

るのが効果的であると筆者は考える。 

 

第２章 地形の単元における地形図読図学習のためのウェブ地図教材の開発 

 本章では，インターネット GIS（ウェブ GIS）の一種と見なせるインターネット地図サー

ビスを利用して地形図の読図技能の習得を支援する教材を開発した。学校教育における GIS

利用にあたっての事情を考えた場合，操作が簡単で，広く一般に使われているウェブ地図

は，教材として適当な特性を持っていると考えられる。ウェブ地図サービスの API を利用

して，地理教育用の地図教材ウェブサイトを構築することを試み，その有効性を検討した。 

 教材用ウェブサイトを構築するために，地理院タイルならびに Google ほかの提供する地

図 API や OpenLayers 等のオープンソースのウェブ地図ソフトウェアを用いた。国土地理院

が配信する地図や空中写真のデータと，Google や Yahoo!の地図サービスがもつ使いやすい

操作性や，API の豊富な機能を組み合わせることで，教材としての利用に適したウェブサイ

トの構築が可能になった。本研究で構築したウェブサイトは，ウェブ地図 API を用いて，

地理院タイル等から配信される地図画像を取得し，教材用に独自の上載せ情報を重ね合わ

せて表示できるものとした。構築したウェブサイトを使って，中学校・高等学校の地理に

おける地形についての学習単元に対応したウェブ地図教材を作成した。地形図上での表現

と現地の実際の景観とが対応できるような写真を用意し，これらを地図画面上から呼び出

せるようにした。ベースになる地図としては，地理院タイルによる２万５千分１地形図と

ほぼ同じ内容の地図画像のほか，等高線のみの地図画像や空中写真に切り替えることもで

きる。これにより，地図画面上に描かれた等高線や地図記号と，実際の現地の様子を対応

させて理解することができる。 

 筆者は勤務校での地理教育において，本ウェブ地図教材を自習用の教材として用いた。

各自でパソコン等を使って学ぶとともに，教材として用意された３つの事例地のうちいず

れか１カ所について「バーチャル巡検」の成果をレポートとして提出することを課題とし

た。提出されたレポートおよびアンケート調査の結果から，本教材導入の成果と今後の教

材開発の課題を検討した。アンケート結果からは，自習用の教材として機能していたこと

もうかがえ，ウェブ地図を教材として用いることが適当であったと判断できた。学生のレ

ポートからも，地形図の読図についての技能を習得する上で本教材が有効に使われたと考

えることができる。 

 構築したウェブサイトは，紙の地形図と同じような内容の地図を表示できて，なおかつ，

デジタル地図の長所も十分に活かすことができることから，こうした地図配信技術・サー
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ビスを地図教材開発に活用していける可能性は大きいと考えられる。実践結果からは，コ

ンピューターの操作方法など地理教育の本質ではない部分に時間を取られることなく，容

易にウェブ地図を地理教育の手段として取り入れることが可能だと実証された。 

 

第３章 球面上の世界の単元における地図投影法学習のための地図教材の開発 

 世界に対する正しい地理的認識をもつためには，地図投影法（図法）に関する理解は必

要であり，学校教育で扱うべき学習内容の一つである。しかし，地理を専門とする教員に

とっても地図投影法は敬遠されがちであり，また，地理の教科書でさえも地図投影法に関

して不正確であったり，不適当な記述がしばしばみられる。このような状況を生じさせて

いる原因は，地図投影法の「わかりにくさ」・「教えにくさ」ではないかと考えられる。今

日では GIS などの情報技術の発展により，地図教育に新しい手法や教材をとり入れること

も可能だと考えられる。そこで，本章では球面上の世界を認識するために必要な地図投影

法の学習内容について再検討し，GIS 時代における世界地図の学習を支援する教材を作成・

公開した。 

 まず，さまざまな図法による世界地図を描画できるソフトウェアを用いて教材用の地図

画像を作成し，地球の表面を切りひらいた断裂図（舟形多円錐図法が近似）を出発点にし

て代表的な種類の図法について解説する方法を提示した。次いで，研究者による指摘，教

科書での扱い，現代社会の状況をふまえ，中等教育における地理教育で扱うべき地図投影

法と，地球の表面を切りひらいた断裂図から各図法への展開順序を提案した。また，地図

学習におけるコンピューター利用の一環として，ウェブ地図にも筆者は注目した。情報リ

テラシー教育の観点からも，ウェブ地図について地図投影法にも意識を向けさせ，地図が

歪みをもっていることの理解を図ることは意義があるといえる。そこで，Google 社の提供

する API を利用して，メルカトル図法の地図がもつ歪みについて理解するための教材用ウ

ェブページの作成を試みた。 

 筆者は勤務校での授業において，本研究で作成した教材用の地図画像およびウェブペー

ジを使用した。舟形多円錐図法，正距円筒図法，メルカトル図法の順に画像を提示しなが

ら，地図投影法の考え方を説明した。これにより，メルカトル図法の特徴や，円筒図法と

円錐図法の使い分けを理解させることができた。このほか，Google マップ（メルカトル図

法）と正積図法の比較などを通して，ふだん見慣れている世界地図（例えば，ウェブ地図）

は球面上の世界を正確に表しているわけではないことにも気づかせることができた。本章

で示したように IT を利用することで，地図投影法についての理解を助ける教材を提供する

ことができるといえる。 
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第４章 交通（国家間の結びつき）の単元における主題図学習のための GIS 教材の開発 

 情報の地図化（主題図の作成）は，地理教育において最も考えられる GIS の利用法であ

る。GIS が威力を発揮するケースとしては，大量のデータを地図化する場合，手作業での作

図が難しい場合がある。都道府県別のコロプレスマップという典型的なパターン以外に GIS

利用を広げようとすると，教材に適した地図データ・位置情報が準備できるかが鍵となる。 

 筆者は，GIS によって作成した主題図を地理教育に取り入れる例として，航空路による国

家間の結び付きをとらえるために，日本と世界各地を結ぶ航空路と就航便数を GIS により

地図化する授業について取り上げる。日本発着の定期航空路線については市販の時刻表な

どを利用した授業は，これまでにも提案・実践されている。日本と世界各地との結びつき，

とくに航空交通を表すには，日本付近を中心とする正距方位図法の世界地図が適している。

しかし，日本と世界各地を結ぶ航空路を GIS により正距方位図法の地図で表すことは（教

育の場では）これまで実現していなかった。 

 筆者は，GIS ソフト「MANDARA」を正距方位図法に擬似的に対応させる方法を考案し，

そのための地図ファイルを作成した。前章でも取り上げた世界地図描画ソフトにより描い

た正距方位図法の世界地図を，仮に平面直角座標系の地図とみなして MANDARA に取り込

んだ。航空便の就航先の都市の地点データは，パブリックドメインのデータとして公開さ

れている世界の空港の位置データを利用した。作成した地図ファイルはインターネット上

で公開しており，授業実践にあたっては，ダウンロードした地図ファイルを MANDARA で

指定することで，利用者（教員や生徒）が入力した航空路の就航先，便数などのデータを

地図化することができる。航空ダイヤは頻繁に変化するが，このような実践を複数年次に

わたって取り組んでいけば，経年的な GIS データを保持できることになり，その変化の様

子をとらえることも可能になる。 

 作成した地図をもとに航空路線による日本と世界各地との結びつきについて考察させる

ことで，グローバル化が進む現代世界を理解させることができるとともに，身近なところ

で入手できる資料をもとに主題図に表現して情報を読み取るという，地理的な手法を学ば

せることができる。 

 

結論 

 本研究では，地理教育における GIS の効果的な活用方法を見出すべく，具体的な教材例

の考案・作成を通して検討した。 GIS は地理的な情報の収集，分析，考察という学習プロ

セスをたどるうえで意義があり，国内外のカリキュラムにおいてもそれに沿ったかたちで

位置づけられていることが明らかになった。また，情報リテラシーや意思決定能力の育成

の面でも GIS の活用は適している。したがって，地理教育における GIS 利用には一定の意
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義が認められる。 

 GIS の具体的な活用法としては，①インターネット GIS により，地域に関する情報を取得

し，それをもとに何らかの分析・考察を行う，②地域統計等の地図化により，主題図の作

成と読み取りについて学ぶ，③レイヤー機能を活用しながら地図に盛り込まれた情報を読

み取る，④地図投影法関連など世界を球面として空間認識するなどの学習活動において GIS

を用いるのが効果的であると考えられる。 これをふまえて，第２章から第４章において

GIS を用いた具体的な教材の開発を行った結果，コンピューターの持つ特性を活かすことで

効果的な教材や授業展開が可能になった。このようにコンピューターを使う効果があり，

かつ，その学習活動が地理教育のカリキュラムのなかに位置づけられるときに，GIS 導入は

威力を発揮するといえる。そのような教材や授業の開発がさらに進められていき，それが

地理教育における GIS の利用拡大につながっていくことが期待される。 

 なお，今後の地理教育における GIS 活用を進めるうえでは，コンピューターのソフトウ

ェア技術の進展が与える影響，社会におけるデータ共有の動向も考えなければならない。 
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